
－1－

【本館】〒294-0036 千葉県館山市館山 351-2　TEL0470-23-5212　FAX0470-23-5213
【渚の博物館】〒294-0036 千葉県館山市館山 1564-1　

◆開館からの観覧者（令和 4年 2月 28日現在）　　　　　　　
【本館・館山城】2,220,581名　【渚の博物館】1,519,986名

【本館】〒294-0036 千葉県館山市館山 351-2　TEL0470-23-5212　FAX0470-23-5213
【渚の博物館】〒294-0036 千葉県館山市館山 1564-1　

◆開館からの観覧者（令和 4年 2月 28日現在）　　　　　　　
【本館・館山城】2,220,581名　【渚の博物館】1,519,986名

2022.3.25

館山市立博物館報

2022.3.25

No. 96

館山市立博物館報

　

新
・
地
区
展
「
九
重―

恵
み
豊
か
な
里

の
人
々―

」
の
開
催
時
に
確
認
さ
れ
た
資

料
を
紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
は
表
に
「
明
治
七
年
更
生
番
号
地

押
帳
」
と
書
か
れ
た
１
冊
の
帳
面
と
裏
に

絵
が
描
か
れ
た
４
冊
の
同
内
容
の
帳
面
で

す
。
明
治
７
年
作
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
明

治
６
年
か
ら
明
治
政
府
が
実
施
し
た
土
地
・

租
税
制
度
の
改
革
で
あ
る
地
租
改
正
の
際

に
竹
原
村
（
館
山
市
竹
原
）
で
行
わ
れ
た

土
地
調
査
の
記
録
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

絵
の
上
部
に
は
、「
竹
原
村
旧
役
人
」「
相

賀
組
の
旧
立
会
人
」「
横
枕
組
旧
立
会
人
」

「
竹
原
邨
ノ
役
人
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

描
か
れ
た
男
性
た
ち
は
竹
原
村
の
調
査
に

関
わ
っ
た
旧
役
人
た
ち
で
す
。
羽
織
姿
に

赤
い
襟
巻
（
マ
フ
ラ
ー
）
を
巻
い
た
男
性

た
ち
は
、
帳
面
、
コ
ン
パ
ス
、
算
盤
と
い
っ

た
調
査
に
必
要
な
道
具
を
手
に
持
ち
、
短

髪
で
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。

　
「
竹
原
邨
ノ
役
人
」
の
絵
の
上
に
は
、「
開

化
シ
テ
当
世
風
ニ
散
髪
シ
タ
ル
図
」
と
、

江
戸
時
代
の
一
般
的
な
髪
形
の
「
ち
ょ
ん

ま
げ
」
を
切
り
落
と
し
て
「
散
切
り
」
に

散
髪
し
た
姿
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い

ま
す
。
絵
を
描
い
た
の
は
調
査
を
見
た
村

人
で
し
ょ
う
か
。
姿
を
書
き
留
め
て
し
ま

う
ほ
ど
、
明
治
の
開
化
政
策
を
受
け
入
れ

た
「
当
世
風
」
の
姿
が
珍
し
か
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

明
治
４
年
、
明
治
政
府
は
髪
形
を
自
由

に
し
て
よ
い
と
す
る
散
髪
脱
刀
令
を
布
告

し
、
明
治
天
皇
が
明
治
６
年
に
散
髪
す
る

と
役
人
を
中
心
に
散
髪
す
る
人
が
増
え
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
、「
当
世
風
」
の
髪
形

が
一
般
に
広
く
普
及
す
る
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。
こ
の
絵
と
添
書
か
ら
は
、

明
治
時
代
初
期
の
村
に
お
い
て
新
し
い
風

習
を
取
り
入
れ
る
人
が
い
た
一
方
で
、
江

戸
文
化
の
名
残
を
留
め
る
人
も
多
く
残
っ

て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の
帳

面
は
新
・
地
区
展
「
九
重
」
の
開
催
後
に

確
認
さ
れ
た
た
め
展
示
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

移
り
変
わ
る
時
代
の
人
々
の
様
子
を
教
え

て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

新
・
地
区
展
「
九
重
」
は
開
催
す
る
と

九
重
地
区
内
で
話
題
と
な
り
、
多
く
の
方

が
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
地
元
に

こ
の
よ
う
な
歴
史
や
資
料
が
あ
る
の
を
知

ら
な
か
っ
た
と
い
う
声
が
あ
っ
た
一
方
で

多
く
の
情
報
提
供
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
注

目
さ
れ
な
か
っ
た
資
料
の
再
発
見
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

展
示
で
紹
介
し
た
資
料
は
九
重
地
区
に

残
る
資
料
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
地

元
で
の
地
域
資
料
へ
の
関
心
の
高
ま
り
は
、

資
料
の
保
存
、
調
査
研
究
、
教
育
活
動
等

の
今
後
の
広
が
り
に
繋
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
歴
史
を
再
発
見
す

る
新
・
地
区
展
の
次
回
は
館
山
地
区
で
す
。

お
楽
し
み
に
。

地域の歴史
再発見

竹原邨ノ役人開化シテ
当世風ニ散髪シタル図

右
か
ら

①
明
治
七
年
更
生
番
号
地
押
帳
（
田
辺
組
）

②
竹
原
村
旧
役
人
衆
容
貌
写
真
ニ
御
座
候

③
相
賀
組
の
旧
立
会
人
容
貌
堂
々
と
し
て

官
員
の
如
き
程
な
り

④
横
枕
組
旧
立
会
人
某
野
調
之
図

⑤
竹
原
邨
ノ
役
人
開
化
シ
テ
当
世
風
ニ
散

髪
シ
タ
ル
図　

　

紀
元
二
千
五
百
三
十
四
年
（
滝
ノ
谷
組
）

▶「明治七年更生反別取調」（竹原区蔵）

こ
こ
の
え

か
み
が
た

さ
ん
ぱ
つ
だ
っ
と
う
れ
い

そ
え
が
き

た
け
わ
ら

が

む
ら

え
り
ま
き

か

と
う
せ
い
ふ
う

さ
ん
ぱ
つ

ざ
ん  

ぎ

そ
ろ
ば
ん

か
い

よ
こ
ま
く
ら

そ
う








